
（別紙４）

ピタゴラ未来塾須磨
公表日     令和　8年　　3月　　30日

利用児童数 37 回収数 20

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

13 0 0 7

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

13 0 1 6

多分適切にしてくださってると思っております。

外出なのか、スタジオ内なのかプログラムによっ

ても違うかと思います。

適切で大丈夫です。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 14 2 0 3

上記と同じです。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
14 1 0 4

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
15 3 0 2

はい。プログラムでいろんなことをして助かって

います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
17 1 0 2

年齢が上がってきているので、それに応じたコ

ミュニケーション力、ソーシャルスキルの向上に

つながるゲーム的なプログラムがあれば参加させ

たいです。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。 17 2 0 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。 16 0 2 2

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

17 0 0 3

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
18 0 0 2

色々なプログラムがあり、たくさんの経験をさせ

ていただいています

いろんなプログラムあがあるので、楽しみです。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
6 1 2 11

小学校に通っているので重要視していません

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
17 1 2 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
17 0 3 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 10 1 2 7

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。

18 0 1 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

15 0 2 3

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

16 2 1 1

こどもの事をしっかりみてくれて、こまった時に

対応してもらって助かってます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。 8 0 4 8

同年代または上の年代のお子さんを持つ保護者と

の交流がしたいです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。 15 2 1 2

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
16 0 1 2

保

護

者

へ

の

説

明

等

利用契約の際に説明を行っているが、今後導入を検

討しているシステムの広報機能を利用して定期的な

発信を検討していく。

半年に一回の支援計画更新の際に行う直接面談で、

支援内容をお伝えしているが、今後はネットワーク

等を利用して積極的に発信していく。

現在のところ事業所でのペアレントトレーニング等

は実施していないが、外部機関が実施しているもの

について情報提供などを行っている。また、今後要

望が多ければ事業所における実施を検討していく。

サービス提供後、送迎の際のフィードバックなどで

情報共有を行っている。直接保護者とお会いする機

会の少ないご家庭については、今後導入予定のシス

テムにおいてオンライン上で情報共有を行う機能の

利用を検討している。

個別支援計画の更新の際に、できる限り対面（ある

いは電話）での面談を実施するようにしている。現

在直接面談を実施するのが難しいご家庭について

は、オンラインを利用した情報共有を検討してい

く。

今後一層利用者の思いに寄り添う支援を心掛けてい

く

保護者会などの開催は現在のところ予定していない

が、保護者参加プログラムを実施して、その際に懇

談会など保護者同士の交流の機会を設けるようにし

ている。今後、そうした企画の拡充を検討してい

く。

利用者が安心してお話しできる環境の構築に努め

る。

相談等は常時受け付けている旨、契約時や機会があ

るごとに伝えるようにしている。今後システムの通

知機能などを利用して定期的にお知らせするなど、

周知に努める。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

屋内で活動する際に十分なスペースは確保してい

る。運動プログラムの際には屋外も利用するなど、

対応している。

利用者に対して、定められた人員は常に配置してい

る。利用児童の特性によっては、適宜個別対応ス

タッフを配置するなど、柔軟に対応している。

プログラムによっては、工程別に場所や空間を分け

るなど、構造化を意識した対応を行っている。ま

た、その日のスケジュールをホワイトボードに表示

するなどの視覚支援も適宜行っている。

毎日、昼休み前と午後の療育後に清掃を行ってい

る。

引き続き適切に対応していく。

引き続き適切に対応していく。

引き続き適切に対応していく。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

それぞれの支援計画の策定において、より具体的で

必要十分な支援項目の設定に努める。

引き続き適切に実施していく。

引き続き適切に実施していく。

現在のところ放課後児童クラブ等との交流などはな

いが、今後要望が多ければ実施を検討していく。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 12 1 2 5

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

18 0 0 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 13 2 0 5

コロナが流行った時にそう言ったマニュアルが

あったようには記憶しています。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
15 1 0 4

時々そう言ったプログラムがあるのは知っていま

すが、本人は避難訓練が大嫌いで、絶対に参加し

ないのでもしものことがあった場合は不安です。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
14 0 0 6

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
14 0 0 6

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

18 1 0 1

はい。すっかりなれて安心しています

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

17 3 0 0

とても楽しみにしています

すごく楽しみにかよっています

29 事業所の支援に満足していますか。

16 2 1 1

概ね満足しております。中高生向けのプログラム

についてまだあまり知らないところもあり、ずれ

たこと書いてたらすみません。今後の充実に期待

しております。

引き続き適切に取り扱っていく。

必要なマニュアルを策定し、職員全員が閲覧できる

場所に保管している。利用者にもこれについて契約

時にお話ししているが、今後は研修実施のタイミン

グで定期的に周知するように努める。

3月と9月にそれぞれ火災・地震を想定した避難訓

練を実施している。今後はシステムの通知機能を利

用して定期的に実施を発信していく。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

今後もより利用者に寄り添った支援を模索してい

く。

引き続き適切に対応していく。

今後も子ども達がより安心して利用できる環境を模

索していく。

今後もより子ども達が楽しんで参加できるプログラ

ムの提供を模索していく。

引き続き適切に対応していく。

保

護

者

へ

の

説

明

等

当月のスケジュールやお知らせを、前月の中頃に

メールと書面でお配りしている。今後導入するシス

テムのオンライン機能を利用して、定期的な活動報

告などを検討していく。


